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(図 1 提案システム) 







(図 2 バックプロパゲーションの様子)  
 
(図 3 ニューラルネットワークの入力変数)  
ニューラルネットワークの入力変数としては、図 3 のよう
なパラメータを使用した。出力として、5 分後に株価が上




年 7 月から 9 月までの 3 ヶ月間とした。5 分おきに、板の
スナップショットを取っており、1 日当たり約 60 サンプル












































と 10:00 からスタートして、200 枚の板が食われるまでの
時間を計測した。板は各気配ごと(買い気配 1,2,3,4,...)
のように売り買い両方それぞれの板について計測してい
る。図 5 は、実測データの累積分布関数を、図 6 はブラ
ウン運動によるモデルの累積分布関数を与えたもので











（図 6 シミュレーションによるデータ）  
上記の性質を定量的に把握するために、株価変動が正
規 分 布 で あ る こ と を 確 か め る 目 的 で 、
D'Agostino-Pearson 検定と Jarque-Bera 検定を行った。
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はを持ち、確率密度関数
は累積分布関数確率変数
とするへの到達時刻とする。また、レベル株価
し、をブラウン運動と仮定
